






























執行します。就寝前の安らかな静かな聖歌（この日も終わりぬ……）を歌います。ある時、 木川田先生（神学院では、主教は先生と呼ばれていましたのでこれから先生と呼びます） に司式の順番が回って来ました。先生は音程を外して、しかも大声で、 真面目に歌い出しました。 礼拝堂全体に響きました。 「この日も終わりぬ。 ……」 と先生が歌い始めた時礼拝の参加者のあちこちからクスクスと笑い声が聞こえました。 さらに司式者は、 「もとえ」 といって、 静かな聖歌を又繰り返し大声で歌い出 したので、又クスクスと笑い声が聞 えて、その時の就寝祷はできなくて、それぞれ各自が祈って、礼拝堂を出たことを思い出します。　
又、新入生歓迎会の時自己紹介とともに、それぞれお国自慢をしたものです。先生は、その時も大きな声で、仙台



























と夜勤の交代だった で、１枚の布団を共有されたと聞きまし 。友人が肺結核になり、先生も肺結核になって会社をやめられました。学生時代には剛健な野球選手であった先生も病気には負けられたようです。その後は、療養生活を余儀なくさ 療養生活中に、大阪の叔父上の木川田正毅司祭がおられた、堺の東光学園に来られて生活をされました。木川田正毅司祭は、ジャパン・レスキュー・ミッションから伝道隊・聖公会に移られた司祭です。先は大阪で生活 しておられるうちに 牧師 なる気持ち 固めら です。神学院の生活はとても厳しい上に、健康であることが求められるので、体力的に十分であ を自分で確認する意味で、プール学院の数学 非常勤講師をされました。旧制の東京大学の農学部出身ですから、高校の理科系の授業を教えることが可能だっ のです。この大阪での療養生活の間に、聖書を丹念に読まれ、又プール学院の毎日 礼拝や宗教の授業などを観たり聴いたりして牧師への道へ進む思いを一層強くさ ました。先生 特に旧約聖書がとても好き 、一生懸命聖書を読ま ました。神学院の内容試験はほとんど満点だったことを思い しま 。 約聖書 好きな先生は、最後にはヘブライ語にトライされましたが、時間の関係で途中でやめられ した。　
先生の答案の書き方を披露しますと、問題が出ると３時間の試験中、１時間半位は答える内容をメモして、十分だ
















２年先輩の１人は、 １年遅れて卒業されました。 この１年おくれた先輩が、 よく勉強されたので学位をとられました。










らいだったと思いますが 貸し切りバスで大阪から神戸の海岸を走り、神戸港の機械化された貨物倉庫を見学し、その後、六甲山に上って、１００万ドルの夜景を観ました。そして、帰阪後 主教邸で、みんなです 焼きをつついたことを思い出します。先生はお酒をあまり飲まれなかったのですが、いろんな方と食事をともに 、楽しい会食になる がしばしばでありました。このように親鮹と子鮹一緒に旅行 ましたが やがて子鮹が独り立ちをして、 又、親鮹のみの旅行になりまし 同期会も今や８人のうち３人の友を天国に送って５人になっ しまいました。　
木川田主教の大阪での聖職としての働きから１つだけ語るとすれば、庄内キリスト教会のことになり す。先生は、
神学院卒業後、すぐに結婚されて、聖愛教会に赴任され した。松岡安立司祭の薫陶を受け、やがて、庄内に伝道所を建てることを考え、いわゆる開拓伝道をはじめました。庄内 駅前 提灯をつって 基督教の伝道を たのです。
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の木を植えられ、おいしい実をつけて、私も賞味させていただきました。又 長女 泉ちゃんの名前をそのままつけた機関誌『いずみ』 発刊されました。伊丹空港が近くにあるので、丁度日曜日の説教 時間ぐらいになると、着陸寸前の飛行機の騒音のため、その間説教を中断しなければならなかったことを思い出します。退職した私ですが、今日も月１回庄内の教会に参ります。新しく建て替えられた庄内の教会の周辺は住宅街になり、大阪音楽大学 学舎建てられています。道路は桜並木になって、気持ちの良い環境の中に があり 木川田先生 人柄がそのまま残されたような教会になっています。　
桃山学院では学院長として、学院の発展のために寄与されました。日本聖公会では、主教になってからも、忙しい
中にあって、色々の役職、肩書をもたれ した。先生は、その主教としての生活を通して、冷静さ 決断力を発揮され、また人々への配慮を欠かさず、適材適所に人々を送られました。それぞれ 所管で問題を親身になって考え、相談さ 解決のために奔走され、日本聖公会の発展の めに力を尽くされました。　
先生はまた首座主教として、世界の宗教界の指導者と語られました。黒人解放の めに活動された、反アパルトヘ






































































大学卒業後に行く神学校でした。出身学部は文科系であろうと、理科系であろうと問題はありませんでした。聖職になるためのトレーニングスクールの要素もありました。入学者は 大学卒業後ストレートに来られた方のほか、色々な前歴の方がおられました。陸軍士官学校や海軍兵学校 学んだ人が、戦後、人生の目的を失い、一八〇度転換して、神学院へたくさん来ておられま アメリカ人の通訳をしていた人や銀行に勤めていた人も一念発起して神学院に来られていました。大学を出て７年後に、神 院に来られたのが木川田先生でした。
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木川田主教はユーモアがあり、書道が好きで、色々な作品を残されています。その中から一つ残しておきたいと
思います。
木川田一郎師の書
※口絵にカラーあり
卒業アルバム（2000年）より
※桃山学院高校
大学の「チャペル地割式」の様子（1987年５月）
※前列左から２番目カンタベリー大主教ロバート・ランシー博士

